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１．背景及び目的 
近年、発達障害のある人への支援について多くの課題があ
り、社会的にも注目されている。特に知的障害を伴わない
発達障害のある人は、利用できる福祉サービス等が少なく、
高等学校、専門学校、大学等を卒業後は就労という進路が
中心になってくる。そのため、今後求められる支援体制の
1つとして、「就労準備に取り組む場」が求められている。 
おかやま発達障害者支援センター県北支所（以下；支援センタ
ー）においても、普通高校等に在籍する生徒からの就労相談が、
多く寄せられている。しかし、職場体験の機会が少なく、就労イ
メージを持ちにくい現状があり、就労準備のための資源が求めら
れている。この現状の課題解決にむけて、支援センターから
美作大学へ協力の提案があった。 
大学の施設、教員・学生等の大学資源を活用し、学習の
機会の少ない障害者を大学に招き、生涯学習を支援するオー
プンカレッジという取り組みがある１）。知的障害者を対象と
したオープンカレッジは多くの大学で実践されているが、発
達障害のある人を対象としたものは少ない。 
そこで、両機関が協働し、発達障害のある人を対象としたオー プ
ンカレッジを企画・実施した。なお、平成25年度は試行的な実施、
実践報告として地域生活科学研究所を主催とするシンポジウムを実
施しすることで、地域に活動を公開し、平成 26 年度より本格的な
実施となった。平成27年度より、地域生活科学研究所からの助成を
得て、実施している。 
本報告では、プログラムについての評価を行うことを目的とする。 
 
２．方法 
1）プログラム：美作大学社会福祉学科と支援センターが
企画・協働し、就労準備支援プログラムを実施した２）。 
2）対象：普通高校に通う発達障害のある人で、就労にむけた
準備に意欲があり、学校に安定して通うことができている状態
にある人を対象とした。参加にあたっては、所属校の担任、
特別支援教育コーディネーター、相談室の教諭が、参加者・
保護者と相談の上、申し込む形式をとった。また、①参加者・
保護者にプログラム概要の説明、②保護者や所属校の担任
等から参加者の配慮点の聞き取り、③参加者同士のグルー
ピングの検討、④参加者と学生サポーターのマッチング等
を目的に、支援センターが所属校への事前訪問を実施した。 
3）評価方法：プログラム評価は、プログラムの評価研究の方
法として考案されているロジックモデル３）の項目（Input、
Activity、Output、Outcome、Impact）に沿って整理した。 
4）倫理的配慮：プログラムの評価研究に関する参加者へ
の同意および個人情報の記載等については、事前訪問時に
参加者に説明を行い、書面にて同意を得た。 
 
３．結果および考察 
1）Input（投入した資源） 
著者らが主にプログラム全体を運営し、内容に応じて、
看護師資格を持つ大学教員、キャリアコンサルタント資格
を持つ大学職員、大学附属図書館職員、社会福祉学科に所
属し障害福祉を専攻するゼミ学生が各役割を担った。 
2）Activity（枠組み） 
 プログラム実施前に、支援センターが参加者の所属校に
事前訪問を行い、得られた配慮点等の情報をもとに運営ス
タッフ全員で企画会議にて共有した。 
 プログラム期間は、1 クール 2 日間とし、隔週土曜日を
利用し、1回 5時間であった（表 1）。 
 
表 1 当日のスケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 参加者の定員は 6 名で、グループワークと模擬作業は 2
グループ（3 名ずつ）に分かれて実施した。また、学生が
個別に「学生サポーター」として、2 日間のプログラム全
体を通して参加者が困った時や分からない時のサポート役
を担った。 
 プログラムの内容は、「働くことを知る・学ぶ」をテーマ
として、①講義、②マナー講座、③模擬作業を実施した  
（図 1）。それぞれの内容を振り返るため、実施直後にアン
ケート記入し、それらをもとにグループワークを実施した。
プログラム終了後は、当日参加したスタッフで事後ミーテ
ィングを実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 プログラムの内容と役割分担 
 
プログラム実施後に、支援センターが参加者の所属校を
訪問（事後訪問）し、保護者、担任、特別支援教育コーデ
ィネーター、相談室教諭等に可能な範囲で同席してもらい、
参加者にプログラムの感想等を聞き取った。また、プログ
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ラムを通して得られた今後の就労準備に関して、家庭生活
や学校生活（学外実習等）で取り組めそうな点について提
案した。後日、総括としてスタッフ（学生除く）で反省会
を実施した。 
3）Output（活動内容） 
（1）講義：職場で働くうえで必要となる知識に関する講
義を 2つのテーマで実施した。1点目は、「働く上で大切な
コミュニケーション」として、学校と職場の違いを整理す
ると共に、挨拶について、報告・連絡・相談（ホウレンソ
ウ）の大切さについての講義を行った。2点目は、「基本的
生活習慣の大切さ」として、朝食の必要性、睡眠時間の確
保、朝の準備や段取り、身だしなみについて講義を行った。 
（2）マナー講座：講義内容をより具体的な場面で示すた
め、学生が軽演劇の形式で実施し、ワークシートを用いて
整理した。マナー講座は、6つの場面で構成しており、「働
く上で大切なコミュニケーション」の講義内容に関連して、
挨拶と報告をする時のやりとり、作業中の指示の受け止め、
質問をするタイミングを実施した。また、「基本的生活習慣
の大切さ」についての軽演劇を通して、気になった点や気
を付けた方が良い点を伝えた。 
（3）模擬作業：講義とマナー講座で得た知識、グループ
ワークを通して押さえたポイントを実践するために、図書
館作業と模擬作業の 2つの作業体験を実施した。図書館作
業は大学附属図書館を会場とし、①指示書に従って本棚か
ら書籍を取り出してくる「抜き取り作業」と、②請求番号
等を元に書籍を本棚に戻す「返却作業」を実施した。事務
作業は、同大学の学生が使用する実習日誌（ファイル）を
作成した。事務作業は 3つの工程から構成されており、①
ラベルライターでラベルを印字する「ラベル印刷」、②ファイ
ルにラベルシールを貼る「ラベル貼り」、③ファイルに実習記
録等の用紙を綴じていく「用紙のとじこみ」を実施した。 
この模擬作業にあたっては、参加者が自立的に作業がで
きるよう、作業の手順書や、見本（完成品）、困った時に質
問できる相手（学生サポーター）等を活用してもらいなが
ら実施した。 
（4）グループワーク：支援センター職員がファシリテー
ター役となり、講義やマナー講座での参加者の学びや気付
きを取り上げ、参加者同士で共有した。また、模擬作業実
施後のグループワークでは、学生サポーターから参加者が
意識して取り組んでいた点や頑張っていた点を報告しても
らい、参加者が作業をするうえで役立ったと感じたツール
や環境を振り返ることで、自分に合ったサポートを知る手
がかりとした。 
4）Outcome（個人にとっての利益・効果） 
講義やマナー講座を通して参加者からは、「報告・連絡・
相談は、どのようなタイミングで、どのような言葉で伝えれば
良いかが具体的に分かった」、「身だしなみは出来ているが、
睡眠時間の確保や朝の準備が出来ていないので、気を付け
たいです」、「先生に言われてきたことは、“命令”や“注意”
ではなく、自分のためを思って言っている“助言”だった
ことに初めて気付いた」等の感想がアンケートに記載され
ていた。参加者にとって、新たな知識の習得や具体的な使
い方を学ぶ機会となっただけではなく、自分が今後整えて
いくべきことへの気付きや、相手の立場に気付く機会にも
つながった。 
 事後訪問時の参加者の聞き取りからは、「これまで“質問”
が苦手であったが、模擬作業で“質問”の練習をしたこと
で、学校でも先生に質問をすることが出来た」との意見も
あった。本プログラムは、講義やマナー講座で知識の学び
や気付きを得てもらい、その直後に模擬作業の中で実践を
行い、最後にそれらを振り返ることで自己理解につなげる、
「学び－実践－振り返り」をねらった構成を取っている。
この過程を通して、参加者の気付きにつながり、日常生活
における般化にもつながっていったと考える。また、「自分
は将来仕事なんて出来ないと思っていたが、やるべきこと
をきちんと教えてもらうことで、スムーズに作業が出来て
良かった」という参加者の感想からは、本プログラムが、
成功体験を通して、就労イメージの拡大や自分にとって必
要なサポートや環境を知る手がかりにもなり、今後の就労
準備を考えるきっかけになったと思われる。 
5）Impact（個人レベルを超えた影響・効果） 
（1）所属校：所属校の特別支援教育コーディネーターや
相談室教諭等、学校内における発達障害のある生徒への支
援を中心的に担うキーパーソンと事前訪問、事後訪問、プ
ログラムの見学等を通して関わることで、学校内のニーズ
の掘り起こしにつながったり、発達障害のある生徒に対す
る就労準備の必要性や、就労準備に大切な視点を共有でき
た。実際に、所属校の教諭からは、発達障害のある生徒に
対して、通常のキャリア教育以外にどういったポイントを
伝えていく必要があるのか、発達障害のある学生が理解し
やすい伝え方（学び－実践－振り返りの過程）を学ぶこと
が出来たとの意見が聞かれた。 
（2）学生：障害者福祉分野での就労を目指す学生にとっ
ては、発達障害のある人との関わりを実際に体験できる機
会、発達障害の特性理解や対応方法を実際に学ぶ機会にな
った。特にサポーターを担った学生からは、「実際に発達障
害のある人と関わる中で、参加者自身に合ったサポートや
環境を整えることで力を発揮していく姿を見ることが出来
た」、「大学の講義等で得た知識をどのように実践に活かし
ていくかの体験となった」、「将来（就労）への見通しを持
ちながら今必要とされること（学ぶべきこと）は何かを考
える視点を学べた」等の意見が出た。 
 
４．まとめ 
 本プログラムは、普通高校に通う発達障害のある人の就
労準備に取り組む資源創出に留まらず、所属校における発
達障害ニーズの掘り起こしや就労準備の視点の共有にまで
効果が及んだ。また、人材育成機関である大学が、支援セ
ンターと協働することで、大学側の強み（教職員の専門性、
地域に密着した学内施設の利用、学生の参加）を活かし、
地域における発達障害ニーズに応じたプログラムを実施す
ることができ、地域貢献の機会にもつながったと考える。 
 試行段階も含め 3 年間で 32 名の参加者が本プログラム
を体験した。今後は、参加者がプログラムを通して学んだ
知識や気付きを、いかに日常生活の中やその後の職場実習
等で取り組んでいけるかが課題となる。 
今後は所属校への事前訪問や事後訪問での聞き取り、プ
ログラム内での参加者の様子、アンケートの記述内容等か
ら、参加者の準備性の確認（参加の動機づけ）を高校側と
の連携の中で整理し、丁寧なプログラムへの導入が必要と
なる。そして、このプログラムが高校のカリキュラムや進
路指導の一部となり、実践できるよう、教育現場等にも働
きかけていきたい。 
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